演説原稿例　２０１０年２月２７日　県選対
おはようございます。（こんにちは）日本共産党です。
ただいまからこの場所をお借りして、日本共産党から訴えをさせていただきますので、よろしくお願いします。
日本共産党は、深刻な経済危機から国民のくらしを守る政治に転換するために、国会でも、地方でも政治を動かしています。
２月８日に、日本共産党の志位和夫委員長は改定する派遣法と、経営危機に苦しむ中小企業への支援の対策について国会で質問に立ちました。
派遣法の問題では、民主党政権が製造業への派遣の原則禁止をいいながらも、１年をこえる雇用の見込みがあれば「常用型派遣」となり「派遣禁止の例外」となることを具体的に明らかにして是正を求めました。専門２６業務も派遣禁止の例外となっている問題で、その業務のなかにはパソコン業務もあることから、業務の見直しを主張。鳩山首相も「しっかり検討する」と応じました。
　中小企業について志位委員長は、大企業の中小企業への単価切り下げをやめさせ、公正なルールをつくることを提起し、経営危機の町工場へ、家賃や機械のリース代など固定費補助を求めました。
　この国会質問の同日に、厚労省は「専門業務」を適正化するように通達をだしました。さらに後日の日本共産党の志位委員長と鳩山首相との党首会談では、志位委員長が町工場への支援と、大企業の内部留保を国民に還元すべきと要請すると、鳩山首相はこれまでの立場を変えて、「機械のリース代支援を検討する」内部留保への「課税を検討する」と明言しました。
　愛知県では、日本共産党のかわえ明美比例予定候補、もとむら伸子愛知選挙区予定候補が、２月の２４日に愛知労働局へ行き、残業をしても残業代を支払わない「サービス残業」を繰り返すアイシン精機へ、サービス残業の是正を要請しました。労働局の担当官は「刈谷の労基署に、話を伝え、指導させます」と明言しました。
　このように政治を動かす日本共産党に、いま、保守の方や無党派の方からも大きな注目と期待が寄せられています。
　愛知県豊川市の増員選挙では、「巡回バス実現署名」などにとりくんだ日本共産党の候補に、大きな期待が広がりました。寄せられた署名は約１０００筆にもおよび、日本共産党の候補がトップ当選をはたしました。
日本共産党は、あと４ヶ月と迫った参院選で本格的な躍進を勝ち取るためにがんばっています。参議院選挙、比例代表は日本共産党と政党名を、よろしくお願いします。この地域では、新人のかわえ明美が活動しています。愛知選挙区は候補者名を。八田ひろ子元参院議員からバトンタッチする新人、もとむら伸子をよろしくお願いします。
日本共産党は３月１２日（金）午後７時から名古屋市公会堂におきまして演説会を開催いたします。志位和夫委員長がお話します。お誘い合わせてご参加ください。
みなさん、日本共産党の「しんぶん赤旗」は、いまの世の中の真実がわかり、明日が見えるしんぶんです。激動する世界のいまが見えるしんぶん、「しんぶん赤旗」をこの機会にお読みください。毎日お届けする日刊紙は月二千九百円です。毎週一回お届けする、楽しくためになる日曜版は月八百円です。以上で、この場での訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。
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